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ｏｚａｗａの小澤國秀代表取締役社長（右）

ユタックスの宇髙大介代表取締役社長（左）

落成式での関係者による鏡開き

完成した農業棟（手前）と醸造棟

市は株式会社ナガワ（東京都千代田
区）と災害時に必要な資機材の提供
に関する協定を締結。本市が被災し
たときに、避難所やボランティアの
受け入れ場所で使うユニットハウス
や発電機、仮設トイレなどを同社か
ら優先的に有償で借りることが可能
となりました。同社との締結は三田
市に次いで県内２例目。本市では昨
年１月に大手ホームセンター３社と
も災害時の物資供給に関する協定を
結んでおり、防災体制のさらなる強
化を図っています。（３月16 日）

全国へそのまち協議会加盟市町村の
ＰＲを目的に、「へそ」や「中心」を
名乗る加盟10市町村の特産品を集め
た物産展を開催。昨年の台風19号で
被害を受けた福島県本宮市と栃木県
佐野市の復興を支援しようと、両市
の商品を多く取りそろえました。初
日には北はりま農産物直売所出荷者
協議会が本宮市の手作りみそを使っ
た豚汁を販売しました。（２月22日
～24日、北はりま農産物直売所）

忍者にふんした親子がチャンバラや
宝探しをして遊ぶ催しに約50人が参
加。催しは子育てを楽しんでもらお
うと、市民活動グループと市が企画。
（２月24日、茜が丘複合施設みらいえ）
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ナニワのカリスマ添乗員が指南ー道の駅のセミナーで
〔３月１日　北はりま田園空間博物館〕
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沿線のシンボルにー地蔵一本桜の苗木植樹
〔３月１日　はやす駅跡公園（羽安町）、徳部野川ポケットパーク（市原町）〕

栄誉をたたえ「絆賞」贈呈
つむぎ

〔３月３日　西脇市役所〕

セミナーはボランティアガイドの養成を目的に開催さ
れ、約50人が参加

メンバーは公益財団法人日本の花の会の鶴田誠さん
（左から２人目）の指導を受けながら植樹

兵庫県や全国で活躍した市内の小中学生を対象に、今
年は２人に「絆賞」を贈呈
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このコーナーでは、
イベントやまちの
話題、団体の活動
などを紹介してい
ます。耳寄りな情
報は秘書広報課ま
で（市役所内線
207）。

紙面に載せきれな
いまちの話題がど
んどん届きます。
西脇市 Facebook
で情報発信中！
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Photo Gallery
まちの話題や風景を写真で紹介


